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日工販理事

横　幕　武　夫
（伊吹産業㈱・代表取締役）

『新聞を読んで』

　リーマンショック以来世の中の流れが激変し、不況感を煽るマスコミ報道が津

波のごとく押し寄せ、消費者の購買心理や設備投資意欲に急ブレーキが掛かる報

道に辟易している今日この頃です。　

　昨年の暮れ、某新聞に弊社が加盟する大阪機械卸業団地協同組合の取材記事と

絡み合わせた大きな見出し文字で、“工作機械『もう鉄くずや』”と書いた新聞を読

んで些か憤慨した次第です。

　早速インタビューに応じた事務局長に取材状況を聴くと、中古機械の入札会が

終わった12月初旬、某新聞の記者が訪れ、落札の状況や組合員の在庫状況等の取

材に対し、昨年と比べて展示場を訪れる業者の数も減り、中古機械の在庫も倒産

や廃業で増加傾向にあり、売れ行きも低調で中古機械の市場価格も下がり、厳し

くなっている状況を話しただけとのこと。『もう鉄くずや』と言っているのは、機

械団地とは全く関係の無い僅か15坪程の小規模な金型屋の経営者が、受注も激減

し、機械を拭きながら、『もう廃業しかない、もうこいつもただの鉄ぐずや』と

言った切実な言葉を機械団地の取材記事と絡ませた見出しで、正しく事実を伝え

る事より、いかに『受け』を取るかに重点を置いたこの見出しは読者に誤解を招く

ため、早速訂正記事を書く様記者に抗議をしたところ、訂正記事は書けないが埋
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め合わせの記事を書くようにしたいとの事でした。

　しかし一旦発信された記事は消すことは出来ません。報道は正しくして頂きた

いものです。

　因みに大阪機械卸業団地の概要は、工作機械や鍛圧機械を扱う商社50社、機械

工具卸商社が30社、その他ネジや材料関係の生産財を扱う業者と工作機械及び機

械工具等のメーカーを合わせ113社が一堂に集まっている国内唯一の一大集積地

であります。昨年は設立40周年記念事業の一環として１億3,000万円程掛けて大改

造した、床面積1,000坪の展示場を有し、常設展示の他に年４回行われている中古

機械の入札会も、昨年の12月５日に145回目が行われ、ここ数年落札額が１億強

続いておりました。今回は前回の８月に引き続いて9,500万円程で１億円にやや届

かない数字でありましたが、毎回1,700点ほどの出品は60％以上落札されており、

中古機械や機械工具の需要は根強いものがあります。

　国内はもとより海外の業者も訪れ、商いの場として定着しており、共同展示場

は組合運営の大きな財源でもあります。又、最近は不況のせいも有って、質の良

い機械も増えております。中古機械は我々にとって『くず鉄ではなく飯の種で

す』。中小零細企業の製造業にとりましては『生き残る為に必要な設備を補う大切

な道具』なのです。

　景気回復の兆しが出て参りますと、先ず中古機械の需要が高まり市場に活況が

戻って参ります。ある同業者が同窓会で『お前の会社は鉄くずを売っているのか』

と冗談に言われたそうですが、我々中古機械を扱う業者に取って中古機械は『鉄く

ずではなく金を産むたまごなのです』。高性能な日本の工作機械が工場の倒産・廃

業で鉄くずになっては“もったいない”。命を吹き込み、再生し日本の製造業に役

立つ業界と自負しております。

　我々は報道に惑わされること無くこの厳しい時代を生き抜いて参りたいと思い

ます。
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金型加工をめざした立型5軸マシニングセンタ YBM Vi40

安田工業㈱
技術部機械設計1課主任

坪　井　　優

１．開発背景

　近年、航空機、医療、金型加工などの分野に

おいて、高速高精度や工程集約の要求が高まっ

てきている。この要求を受けて多くの工作機械

メーカーで5軸加工機の開発が行われてきた。

　5軸加工機は、直線3軸に加えて回転2軸を有

するために、複雑な機械構成となっている。そ

のため、3軸加工機と比較すると機械剛性や運動

精度の面で不安が残っていた。5軸加工機を用い

た場合、段取り替えによる取付け誤差の影響を

写真１　本体の外観

No.112

少なくし、工程集約が出来る反面、加工機の剛

性や精度に大きく影響されていた。

　弊社では、5軸加工機の弱点を解決すべく、複

雑な形状部品や高硬度で高い面品位を必要とす

る金型加工の出来る5軸加工機をコンセプトに立

型5軸マシニングセンタ「YBM  Vi40」（写真1）

を開発した。

２．機械仕様

　表1に機械仕様を示す。

表１　YBM  Vi40の主な機械仕様

主　　軸
主軸回転速度 100～24,000min-1

主軸テーパ穴 HSK60

X軸移動量 850mm

ストローク Y軸移動量 450mm

Z軸移動量 450mm

早送り速度（X,Y,Z軸） 20,000mm/min

送り速度
テーブル割出速度（B軸） 20min-1

テーブル割出速度（C軸） 100min-1

切削送り速度（X,Y,Z軸） 12,000mm/min

ＡＴＣ 工具収納本数 60本

テーブル作業面の大きさ Φ400mm

テーブル最大積載重量 200kg

加工物最大加工旋回径 Φ500mm（条件付）
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３．YBM  Vi40の特徴

　「YBM  Vi40」は、テーブル側に回転2軸を有

する構造になっている。これは傾斜軸の動き、

加工物の重量などにより荷重条件が変化する構

成物を安定した位置に構成するためである。

　金型加工に必要な高精度高剛性と減衰性を確

保するために、加工機の基本である直線3軸

（X、Y、Z軸）は、弊社で実績のある角ガイドを

用いた滑り案内を採用している。また、傾斜軸

であるB軸は、両側を支える構造を採用し、片側

に大径の高精度な軸受けを採用している。さら

に、反対側をサポートすることにより、テーブ

ルの高い減衰性を確保すると同時に荷重変化等

による姿勢変化を軽減する構造になっている。

駆動には、高減速比のウォームギアを用いた駆

動機構を採用することにより、高い剛性と安定

性を確保している。回転軸であるＣ軸は、駆動

にDDモータを採用し、バックラッシュの無い高

い割り出し精度を実現している。このように、

BC軸の駆動機構は、金型加工や複雑な形状の部

品加工を行う為に、それぞれの特性を活かした

機構となっている。

　主要部品の組み付け部は、職人の手によるキ

サゲ作業を行い、機械加工だけでは実現が困難

な高い幾何的な精度と長年にわたる安定した精

度を職人の技により確保している。

　金型加工では、長時間にわたる加工が少なく

ない。この場合、加工機の熱変形による姿勢変

化が加工物に転写され大きな問題となる。本機

では、温度変化による姿勢変化を抑制するため

に機械本体やテーブルの各所に冷却液を循環さ

せ、機械全体の温度を均一に保ち、長時間にわ

たる加工においても安定した加工精度を確保し

ている。

　操作性を重視し、機械の正面と側面にオペ

レータードアを有し、どちら側からでも作業者

が、主軸やテーブルにアプローチ可能な構造に

なっている（写真2）。

　

４．加工事例

　最初に5軸加工機の精度評価に一般的に用いら

れる、NAS979に基づいたテーパーコーン（写

真3）の加工事例を紹介する。被削材はアルミで

φ30のエンドミルを用いて同時5軸で加工を

行った。その結果、従来機を凌ぐ真円度2.32μ

m（実績値）の高精度な加工が行えることが確認

できた（図1）。

写真3　アルミのテーパコーン 図1　同時5軸加工真円度

写真2　接近性を重視した構造
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写真4　高硬度材ベベルギア 写真5　傾斜を付けて旋回させながらの加工

図2　加工面粗さ

　次に、高硬度材を用いたベベルギアの冷間鍛

造型（写真4）の直彫り加工例を紹介する。通常

は、5軸加工機では、剛性不足からアルミなどの

比較的軟らかい被削材を加工するケースが多

い。本機は、金型加工の出来る5軸加工機という

コンセプトのもと高硬度材（HRC60）の直彫り加

工を試みた。

　荒加工においては、φ10の工具を用いて、

BC軸を使用せず同時3軸で加工を行った。荒加

工においては、弊社の立型3軸加工機と同等の切

削能力を示した。工具寿命もほぼ同等であっ

た。

　仕上げ加工においては、B軸を用いてワークを

傾斜（写真5）させ、直線3軸のみを用いて加工す

る場合に比べ、工具突き出し量を短くし加工を

行った。例えば、3軸加工機で最終仕上げを行っ

た場合、R1ボールエンドミルを首下25mm以

上で使用しなければならず、この硬度では、ビ

ビリを発生してしまう。5軸加工機を用いテーブ

ルを傾斜させることにより、工具の首下を短く

出来きる。この結果、仕上げ後の加工面荒さ

は、Ra0.25μmという高い面品位が得られた

（図2）。

　

５．終わりに

　金型加工の出来る5軸加工機のコンセプトのも

と「YBM  Vi40」を開発した。本機を用いて高硬

度材を用いた金型加工を行った結果、高品位な

金型を加工することが出来た。これは、高い運

動精度と機械剛性の証だと考えられる。
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㈱ナガセインテグレックス
営業部統括次長

長　尾　昌　浩

　日工販の会員企業様には、日頃から大変お世話になっております。紙面をお借りして御礼申し上げま

す。私はナガセインテグレックス（入社当時は長瀬鉄工所）に入社以来早、28年が過ぎようとしておりま

す。100年に一度の景況の変化といわれている今あらためて思うことは人と人とのご縁の有り難さです。

NAGASEに入社以来、摺り合わせ、部品加工・組み立て、設計課を経て、営業企画部に配属をされまし

た。営業企画主導に依る開設間もないテクニカルセンターの作業も兼務するようになると卓越したお客

様、商社の方との出会いが一気に広がりました。今日まで本当に数え切れないほどの方とのご縁を頂き

ました。なかでも今から20年ほど前の大手電機メーカー生産技術研究所の主任研究員様（Hさん）と商社

のＳさんとの出会いは忘れることが出来ない思い出です。当時全ての摺動面を非接触の油静圧構造で構

築した超精密マシンは珍しく、業界でも全くといっても良いほど認知が成されていませんでした。その

時代に自社開発セラミックを鏡面研削するマシンを探しておられたのがHさんでした。

　折しも、2000番、3000番というハイメッシュホイールを開発はしたが、まともに使えるマシンが

ないと困っていた砥石メーカーの研究員の方がいらっしゃいました（G課長です）。このHさんSさんGさ

んを結びつけたのが、バランスベクターという砥石の機上動バランス測定器でした。この測定器は千葉

大学と岐阜大学の先生の御陰で開発ができたものです。バランスベクターの開発記事が新聞に掲載され

てから1年足らずの間にお客様、商社様、砥石メーカー様、マシンメーカーが同じ目的に向かって進むこ

とになったのです。Ｈさんは世界中のマシンを検証して最後にNAGASEの研削盤に辿り着かれたそうで

す。私が研削した鏡面のセラミックを見て「すごい！」と言って下さった時の嬉しさは今でも忘れません。

見ること、聞くことが驚きの連続で寝食を忘れて取り組みました。機械を発注して頂いた後もテスト研

削は続きました。最初は「すごい！」といって頂いた研削も、日を追うごとにご要求は高度になっていき

ました。なかなか思うような結果が出ずに苦しんでいると、「君が今挑戦していることは、世界中の人が

為し得ないことなんだから頑張りなさい」と励まして頂きました。このときの体験が私にとっての超精密

加工の原点となりました。商社のSさんは今でも当社の超超精密マシンをお客様にご提案頂いておりま

す。現在当社マシンの最小分解能は1nmという途方もない数値になっておりますが、様々な方とのご縁

によって仕事をさせて頂いている状況は変わるどころか益々拡大、充実しています。ご縁といえば、私

ごとですが両親とのご縁にも深く感謝しております。母親は私が幼い頃から病弱でしたが愛情深く育て

てくれました。父親は非常に礼儀や人とのお付き合いに厳しく怖い存在でしたが、母親にも子供にも深

い愛情を注いでくれました。父は同じNAGASEで営業部長をしておりましたので、読者の方には大変お

世話になったと思います。先日、ある超大手の副社長様から「父親が昔NAGASEの社長さんと部長さん

に大変お世話になったといつも言っているよ」と商社の専務様経由でお言葉を頂きました。その副社長様

のお父様が金型工場を経営しておられたそうです。父はもう退職をしておりますが、何年も経って今な

お父からこういう形で新たなご縁をむすんで頂けることの有り難さに、ただただ感謝致すのみです。

　これからもご縁を大切にして、皆様のお役に少しでもたてるように努力致します。
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　アメリカ発リーマン・ブラザーズに始まった金融危機が世界を駆けまわっていますが、今より38年前

忘れもいたしません1971年8月、ドルショックが起こりました。

　当時私は4回生の学生で、工作機械のメーカーに就職が内定していました。このドルショック（金とド

ルの交換停止）により夏の終わりに内定者全員が会社に集められ、今後この会社に就職しても希望が持て

ないから他社へ移ってほしいと要請がありました。

　私は工作機械を一生の仕事としてやりたかったので、そのままその会社に就職することに決めました。

入社してもさらに1973年の第一次石油ショック（1972年から1974年にかけて原油輸入価格の4倍値

上げ、原油生産減、親イスラエル国への輸出禁止）が発生し、ダブルパンチにより日本経済は戦後最大の

不況に突入しました。

　1973年から1975年にかけて日本経済は20%近く落ち込んだ。

　当時新入社員であった私は、現場実習をしていまして、工作機械の仕上げ作業に使用するシンナー等

の油不足があり、また素材の値上がりにより工作機械部品として使用する砲金の倉庫に泥棒が入ったこ

とも思い出します。

　今回の不況も、38年前の不況も背景は、アメリカ発の金融危機と石油産油国とイスラエルの情勢不安

が共に発生しているのが似ています。

　前回の不況を乗り切った対策として

①輸出の集中豪雨的な拡大

　当時1ドル＝360円の固定レートがドルショックにより308円のレートに移行し、1973年2月には

円は完全変動相場制へ移行したが、日本の労働生産性の向上が基礎にあり、輸出の主力は機械機器で

あった。これら機械機器の生産に寄与しているのは、徹底した合理化による輸出単価のコスト切り下

げを可能にした日本製の工作機械であり、質の良い安価な機械機器を生み出した。工作機械による生

産技術の向上は富を生むと言われているゆえんである。

②財政支出の拡張

　赤字公債の大量発行、公共投資の拡大。

③減量経営の徹底的遂行

　人減らし、配転、出向の増大、新規採用の削減、欠員不補充、省エネ、省力化であり、不況を乗り切っ

た基盤として、日本製工作機械がマザーマシンとして貢献した事は間違いないであろう。

　石油ショックに対して企業が省エネ、省力化対策を開始したことは、将来の布石であり、今では省エ

ネ、省力化に対し、日本は世界をリードしている。

　前回の不況対策が今回の不況対策に応用できるのは、省エネと環境対策ではないだろうか。その基盤、

支援を行えるのは工作機械である。

　このように私達が所属する工作機械業界のメーカー、販売会社が今回の不況克服に対し一助になれる

のではないだろうか。特に我々が所属する工作機械営業についても、活躍の場があると思う。

“工作機械営業職に感謝”

日鋼商事㈱
取締役機械二部長

吉　田　　健
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　会社組織の他部門に比べ、営業職は恵まれている。

　不況であろうと好況であろうと、日本の産業界を支えている工作機械は、国の基幹を背負っており、

その営業に携われることは誇りであり、使命感がある。

　人との出会いは営業面と技術面の両方があり、この出会いが出来るのは営業職であり恵まれている。

一隅を照らす者これ国の宝なりと比叡山を開いた最澄の言葉があるが、世間には名声を求めなくても超

一流の仕事をされている人々が、社会の隅々におられ我々に感銘を与えていただいている。営業職の場

合これらの人々に会える機会が他の会社部門より多く与えられている。これらの出会いは自分自身の成

長の糧になるし、他の人々にこれらの人々の素晴らしさを伝えることが出来る。

　世界をリードする日本の工作機械業界を支えるこれらの人々との出会いが出来る。

　工作機械製作の技術面では経験と勘がものを言う職人的な側面があり、人から人へと技術を伝承する

方法以外に、技術の基本を継承されにくい面がある。こういう難しい分野にもお手伝いが出来るのも営

業職である。

　提案ですが、営業職も3年間位は現場実習して工作機械の基本を経験されるのが以後の仕事面で必ず役

に立つと思います。工作機械製作の一工程であるキサゲ作業（1インチ平方当たり25個の当たり面を作る

作業）や、ギヤーボックス組立のベアリング調整などは、ぜひ経験してもらいたい工程です。長い人生の

3年間位現場で基本を実習し、身をもって経験するのは無駄にはならないと思います。

　4月に入り、我々工作機械販売協会の会員各社に新入社員が登場されますが、これらの方々には、今ま

での好、不況を乗り切ってきた基本に、日本の工作機械があり、それを扱える工作機械の営業職に携わ

れる事に感謝し、この業界の発展のため使命感を持って頂きたいと希望いたします。

日工販SE合格者 第１６１回発表 更新研修合格者 第１０９回発表

今回は2月の合格者13名です。 今回は2月の合格者8名です。

認定No. 会社名 合格者名

09-17-2203 フジモト通商㈱ 藤本　英彦

09-18-2204 ㈱トミタ 家田幸三朗

09-18-2205 住友商事マシネックス㈱ 村上　太郎

09-18-2206 サンコー商事㈱ 中川　淳博

09-18-2207 ㈱東　陽 磯貝　圭一

09-18-2208 ㈱東　陽 石川　裕一

09-18-2209 三井住友ファイナンス＆リース㈱ 柳澤　美継

09-18-2210 三井住友ファイナンス＆リース㈱ 鴻原　　稔

09-18-2211 日立キャピタル㈱ 長尾　賢弘

09-18-2212 昭栄産業㈱ 木村　清樹

09-18-2213 昭栄産業㈱ 曽我　　剛

09-18-2214 昭栄産業㈱ 遠藤　　強

09-18-2215 住信リース㈱ 西山　悦生

09-13R-0601 伊藤忠メカトロニクス㈱ 君村　義人

09-13R-0746 伊藤忠メカトロニクス㈱ 吉本　慎司

09-13R-1612 住友商事マシネックス㈱ 奈良　圭太

09-13R-1651 植田機械㈱ 山口　貴充

09-13R-1670 首都圏リース㈱ 羽賀　　健

09-13R-1671 首都圏リース㈱ 坂本　栄作

09-13R-1672 首都圏リース㈱ 鈴木　　巌

09-13R-1427 豊田通商㈱ 山本　敦生

Ｓ
Ｅ教育

　

Ｓ Ｅ教

育
Ｓ

Ｅ 教育

Ｓ

Ｅ 教育

認定No. 会社名 合格者名

甘口辛口・SE教育
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工作機械・FA流通動態調査１
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工作機械過去5年業種別受注実績

工作機械過去5年機種別受注実績
（上段：全体、下段NC機）

出所：（社）日本工作機械工業会

出所：（社）日本工作機械工業会
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出所：経済産業省「生産動態統計」、財務省「貿易統計」

マシニングセンタ動向

NC旋盤動向
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工作機械業種別受注額（2009年1月）

出所：（社）日本工作機械工業会

機　　種

NC横旋盤

横旋盤

その他NC旋盤(横旋盤以外)

その他旋盤(横旋盤以外)

　小　計

ウェイタイプユニットヘッド機

　小　計

ＮＣボール盤

ボール盤

　小　計

ＮＣ中ぐりフライス盤

中ぐりフライス盤

その他の中ぐり盤

　小　計

ＮＣひざ形フライス盤

ひざ形フライス盤

ＮＣフライス盤

フライス盤

　小　計

ＮＣ平面研削盤(軸の位置決めが0.01mm以内の精度)

平面研削盤(軸の位置決めが0.01mm以内の精度)

ＮＣ研削盤(軸の位置決めが0.01mm以内の精度)

研削盤(軸の位置決めが0.01mm以内の精度)

ＮＣ工具研削盤

工具研削盤

ホーニング盤及びラップ盤

その他研削盤

ホーニング盤、ラップ盤、研磨盤その他仕上げ用加工機

　小　計

1,826

2,582

255

573

5,236

1

1

35

10,989

11,024

8

72

18

98

39

19

171

1,026

1,255

276

391

212

57

113

15,608

111

52,377

9,937

79,082

金　額台　 数

8,210

438

3,025

326

11,999

28

28

331

490

821

428

17

236

680

251

6

1,579

115

1,951

2,377

1,096

2,625

241

2,330

359

410

2,727

1,025

13,190

機　　種

歯切り盤、歯車研削盤及び歯車仕上盤

　小　計

マシニングセンタ

　小　計

ユニットコンストラクションマシン

マルチステーショントランスファーマシン

　小　計

レーザー及び光子ビーム加工機械

超音波加工機械

NCワイヤカット放電加工機

NC放電加工機(ワイヤ放電以外の機械)

放電加工機

電気化学方法、電子ビーム、イオンビームその他加工機

　小　計

ねじ切り盤及びねじ立て盤

形削り盤及び立削り盤

ブローチ盤

金切り盤及び切断機

その他の加工機械

　小　計

工作機械合計

102

102

731

731

8

13

21

1013

51

744

315

152

1,461

3,736

1,401

110

6

51,947

443

53,907

155,193

金　額台　 数

4,556

4,556

5,167

5,167

763

753.222

1,516

6,913

108

5,501

2,795

272

1,388

16,977

246

28

8

2,240

807

3,329

60,214

単位：百万円

2008年 工作機械類等機種別輸入通関実績（速報）
（平成20年1月～12月）

出所：財務省「貿易統計」
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議 事 録 から議 事 録 から

第１０３回　調査広報委員会

日　時：2月10日（火）　12：30～15：00

場　所：機械工具会館　5階

出席者：田尻委員長、委員4名、事務局2名

委員長挨拶：

　1月の日工会受注速報も大変な状況です。それ

ぞれ会員の皆様は将来を見据えた戦略を立てて

おられると思いますが、調査広報委員会として

も何かお役に立てるような発信が本日の議題に

もいくつかありますので、皆様のお知恵を絞っ

ていただき審議いたしたいと思いますのでよろ

しくお願いします。

議　事：

（１）日工販ニュース3月号について

　3月号の編集構成について、寄稿・記事内容に

ついて説明があり了承された。

2008年 工作機器生産動態集計表



議事録

日工販ニュースVol.21 No.0315

日　時：2月17日（火）　12：15～13：00

場　所：仏教伝道センター　8階「和」

出席者：柴田委員長、委員6名、事務局1名　

議　事：

（１）21年度行事について

①行事全般について：

厳しい環境となってきたので、イベント的な

行事は控えて研修会、勉強会のような行事に

重点をおいて行くことにする。

②工場見学会について：

比較的景気の良いエネルギー、医療関連の

メーカー訪問を検討する。但し経費のかから

ない東京近郊のメーカーを選定する。

③情報交換会：

昨年同様8月頃実施する。

東部地区委員会 ④製品研修会について：

　メーカーも積極的に協力してくれる勉強会で

あり実施する。

⑤懇親ゴルフ会について：

9月頃の景気情勢を判断して実施するかどうか

決定する。中止とする場合は、代わりに勉強

会を計画する。

⑥講演会・忘年会について：

今年は12月4日（金）開催予定。

講師については今決定するのは早いが講師候

補を考えておく。

（２）20年度事業見込報告

　専務理事より報告。研修会の講師謝礼は予算

に見込んでいなかったが全体としては期初予算

に対して予算を残す見通しとなった。

次回開催予定：未定

（２）日工販ホームページリニューアルの件

　検証サイト掲載の最終案に対して、更により

見やすく、使いやすくするための改良点をまと

め修正を依頼することにした。

（３）次年度事業計画の件

１）日工販ニュースについて

①21年度ニュース表紙（デザイン・カラー）検討

表紙カラーについて事務局より提案の少し青

に近い紫DIC13版・483にて決定。

表紙デザインについては来年の創立40周年を

機会に刷新することについて討議されたが、

外部への依頼の場合21年度中に費用発生があ

るため厳しくなる状況を考慮し委員会として

は見送ることとする。

②発行方針

検討の結果、現状通り年10回発行となった。

③編集方針

Ⅰ）メーカーインタビュー訪問先候補検討

　これまで通り隔月掲載とし候補先について検

討を行い5社の訪問を取り決めた。

Ⅱ）“話題の技術”の必要性

　“分りやすい話題の技術”については、広告と

同じイメージになる“製品紹介”と一線を画す

意味で継続することにし、賛助会員の新技

術、開発情報等を絶えずウオッチしその情報

をテーマに寄稿を依頼することとなった。

④広告について

来期の予算が検討されているので、来年度１

年間の広告掲載依頼先を決め、事務局から依

頼先へ早めにお願いすることにした。

２）日工販会員名簿作成の件

名簿は来年度に2年に一度の改定予定であり、

内容・構成について検討した結果、これまで

通りの内容・構成にて作成することにした。

３）予算案策定について

今回の委員会検討事項の中で新たに予算発生

事象を伴うものはないが、来年の創立40周年

を記念して理事会にて日工販ニュースの表紙

デザイン要変更となれば、調査広報委員会に

て対応することで了解事項となった。

次回開催予定：

　4月22日（水）　12：30～15：00

　機械工具会館5階
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日　時：2月17日（火）　13：30～15：30

場　所：仏教伝道センター　8階「和」

参加者：正会員54名、メーカー15名、

　　　　リース9名、事務局3名、総計81名

演　題：「決算書のやさしい見方・読み方

　　　　　～危ない会社をどう見分けるか～」

講　師：石島 洋一 氏 （石島公認会計士事務所

　　　　所長、㈱産業開発センター代表取締役、

　　　　税理士、中小企業診断士）

　柴田委員長より挨拶があり、司会の若林副委

員長より講師紹介の後、石島講師による講演が

行われた。

講演要旨

１．講演内容のポイント

《損益計算書のポイント》

①営業外費用…支払い金利などで発生する費

用。⇒金額が高い場合は、金利負担が高い証

拠である。

②特別利益・特別損失…不動産売却、有価証券

の売却などを行って得た利益、損失。⇒健全

な会社は低い金額。高い金額は要注意。

③当期純利益…年々、低い金額で推移する傾向

にある場合は、要注意。⇒経営状態悪化、も

しくは利益を操作している可能性がある。

《貸借対照表のチェックポイント》

①流動資産・流動負債…1年未満に現金化可能な

もの・返済するもの。⇒流動負債が流動資産

より大きい場合は倒産の危機。

②棚卸資産…棚卸資産が多いと、在庫調整の可

能性。⇒利益をコントロール、架空在庫等粉

飾の可能性あり。

２．所感

　今回、講師・石島洋一氏の「決算書のやさしい

見方・読み方」講座を受講し、大変身になる講座

であったと感じております。また、講座自体

ユーモアの溢れた講座であり、ユーモアの中に

もチェックポイントの見方など、鋭い見方を実

例の決算書をもとに講義していただきました。

　その講義の中で2つの言葉が大変印象に残って

おります。

①「1％の重要性」

　一般的な企業の営業利益は、売上高に対して

～5％程度であります。例えば、2％利益を3％

にする場合利益は5割増となり、1％の営業利益

をアップするには大変な努力が必要でありま

す。10万円のテレビを1千円割り引くと1％に

該当し、町の電気屋さんなら割り引きし、金額

的にはそんなものかと思われるがこの1％が大切

であります。我々社員は会社業務への稼働時間

約500分／日の1％は5分でありますが、時間も

さることながら、その1％を意識して業務改善や

色々やるべき事は沢山あり、自分で示して解決

することが重要であるということです。

②「経営をうまくやっていく為の4つの投資」

Ⅰ）設備投資⇒生産、製造する為に必要な投資

Ⅱ）在庫投資⇒在庫を抱え、即座に対応できる

為に必要な投資

Ⅲ）信用投資⇒企業として必要な信用を勝ち取

る為の投資

Ⅳ）みなぎる闘志

　Ⅰ）～Ⅲ）の投資は経営上必要な投資であるこ

とは、言うまでもありません。しかし講師・石

島氏が冗談で話したⅣ）みなぎる闘志は、経営

上、最も重要な投資（闘志）と考えられます。

　現在のこの不況下では、決算書の重要性は非

常に高くなっています。企業は安心と高を括っ

て、決算書を分析しないで取引をすると、不測

の事態となることも考えられます。状況は日々

変化しております。その為、まずは決算書に注

力することにより、現在の状況を判断する必要

があります。自分自身が経営者の立場に立ち、

この取引相手とは取引をして問題ないかを分析

することが、今後営業マンには求められる1つの

技量となると考えます。

　その為の第1歩として、この講座は非常に有意

義且つ貴重なものとなりました。

（三菱商事テクノス㈱産業機械部産業機械チーム 木屋有司 記）

東部地区研修会
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㈱井　高
豊田営業所長

清　水　敏　郎

　㈱井高に入社して早や26年が過ぎ改めて感じるのは、私の営業活動には「工作機械」が常に関わり、自

分を育ててくれた大事な要素のひとつということでした。そこで、これまでに経験し感じてきたことを

通して、これから工作機械を販売していこうとしている若い営業マンの皆さんにお伝えしたいことを書

いてみます。

　私はこれまで一貫して豊田営業所に在籍しており、メインのお客様は皆さんよくご存知のＴ自動車様

です。入社当時私は、過去このコラムに寄稿された方々と同じように、工作機械が何たるかなど全く分

からないド素人。受注した機械の殆どが自動車部品量産ライン用の専用機で、お客様とメーカーさんと

の打合せに同席するケースが多くありましたが、そこでの苦労は「議事録が全く書けない」ということで

した。まず、言われている言葉の意味がわからない。お客様から“ここは剛性が低そうだからあそこから

ステ―を追加して”などと言われても図面の部位が何で、どう言葉で表現したら良いのかわからない。

　また、当時の設備は本当によく不具合が発生しました。そのたびにメーカーさんが徹夜をしてでも機

械を修理してくれましたが、図面ではわからなかった形や構造が、その修理に立会って現物を見ること

によって実によく理解が出来たものです。

　その他にも色々な経験がありましたが、それらを通して皆さんにお伝えしたいことは、①興味、②疑

問、③現場の3つが必要だということです。

　仕事でも何でもそうだと思いますが、まずは工作機械に「興味」を持つことが必要です。切り口は何で

も構いません。旋盤やマシニングセンタ、研削盤が作り出す部品や金型から、身近にある製品の一部が

出来上がっていること、とか。

　興味が湧いたら次は「疑問」に感じることが出てくるのではないでしょうか。なぜ同じマシニングセン

タなのにこのメーカーの機械は皆さんが良いと言われるのだろうか？キサゲを行うとどうして加工精度

が安定してよくなるのか？というように、単純な疑問をさらに突き詰めていく作業は本当に楽しいもの

です。

　そしてそれらの疑問を解決するには「現場」に行くことです。もちろん、カタログや専門書などで勉強

をするのも良いのですが、現物を見て、触って、感じることがもっと重要。そして現場でメーカーさん

やお客様と仲良くなり、なんでも相談しあえる関係ができていくことが、良いルーチンワークの第一歩

にきっとなるはずです。

　今、私の部下たちには現場へ行くことを改めて指示しています。設備投資が抑えられても現場で起き

ている問題を理解し、ニーズを的確に捉え、提案していける営業マンを一人でも多く輩出したい！

　いつの時代でも現場は大事なのです。
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『1日30分』を続けなさい！　　　　　
人生勝利の勉強法55 （Learn to Win）

古市幸雄著　（㈱マガジンハウス）

㈱NaITO
営業支援室室長

浜　田　守　康

　現代社会は『情報の坩堝』と言われるように情報が氾濫している。この様な中、我々はそれらの情報を

取捨選択し効率良く自分のものとして吸収し、ビジネスに生かす事が重要である。『知は力成り』と言わ

れる様に知らないよりは知っているほうがより良い。但し『知っていると言う事と出来ると言う事は別の

事』とは先達の弁、正にその通りだ。

　頭でっかちに成らぬよう心掛けたいものだ！

　然しながら無限大と言っても過言で無いくらい、又人生生涯勉強といわれる様に人生を順風満帆に過

ごすには、知らなければならない事柄は多い。故に知識を習得する為の投資が必要と成る！自分の為の

投資、即ち『勉強』となると兎角大儀な事と感じやすくしなくては成らないと思っていても、なかなか手

につかない！しかししなくては！と決意する時、必ず何か切っ掛けと成る事柄がある。その切っ掛けを

与えてくれる本が掲題の本だ。この本の原典は『負け犬にならない為の勉強法』というタイトルで、1万円

の値段で著者のホームページで提供されていたもので隠れたベストセラーだった。

　何故この本が投資『勉強』の切っ掛けを与えてくれるのか？原典のプロローグを紹介しよう！

　『あなたの会社内で、使えない上司っていませんか。朝、定時に出社して、ほとんど何も生産的なこと

をせず、会社に1円の利益をもたらすどころか、逆にマイナス4万円くらいの損失を出している。会社の

お荷物になっているおじさん連中のことです。失礼な言い方かもしれませんが、彼らには使えないとい

う言葉がピッタリです。あなたも彼らのようになりたいですか？』

　『彼らがその様にビジネスで使えない人間になった理由は明らかです。退社後は同僚と居酒屋、電車で

はスポーツ新聞、帰宅すると缶ビールとプロ野球……。ビジネス書を読むこともなく、セミナーに通う

こともなく、向上心はほぼゼロ。会社に入ってから20年、30年が経ち、時代が変わり、ビジネスパー

ソンに求められるスキルを習得してこなかったからです。つまり、今まで自分自身にほとんど何の投資

もしてこなかったのです。』

　如何ですか？痛いところを突くでしょう！でも大丈夫。今日から『1日30分』掲題の本の勉強法に従っ

て継続的に勉強を続ければ半年～1年もすると知識が増えた事を実感出来、更には投資『勉強』が習慣化し

ビジネスパーソンとしての価値が上がること間違いなし！！

　『1日30分』の継続は、捲土重来を期すに通じ、楚材晋用を生む…一読あれ。
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会員・業界消息

西部地区会員懇談会 ……………………………… 3月17日（火） 大阪弥生会館

中部地区正副会員・リース賛助会員懇談会 …… 3月17日（火） 名古屋市工業研究所

調査広報委員会 …………………………………… 4月22日（水） 機械工具会館

展示会

CIMT 2009 第11回中国国際工作機械展覧会… 4月6日（月）～11日（土）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 北京・新中国国際展覧中心（CNIEC）

金属プレス加工技術展2009 …………………… 4月8日（水）～11日（土） 東京ビックサイト

INTERMOLD 2009 第20回金型加工技術展 … 4月8日（水）～11日（土） 東京ビックサイト

LASER EXPO 2009 …………………………… 4月22日（水）～24日（金） パシフィコ横浜

窓口変更 ………… メーカー賛助会員　オーエスジー㈱　企画部次長　近田幸典

　　　　 ………… メーカー賛助会員　㈱太陽工機　管理部総務課マネージャー　佐野尊子

● ３月号をお届けします。３月に入りますともう春はすぐそこという気分になりますが、散歩をしていると風に乗っ

て何とも言えない良い香りがどこからか漂ってきます。沈丁花（じんちょうげ）の香りです。香りが沈香（じんこう）

に似ており、葉の形が丁子（ちょうじ）に似ていることからこの名前が付いたそうですが、花言葉は「優しさ、おと

なしさ」です。

● もうひとつ春を題材として、一度は耳にしたことがあるのが江戸端唄の「梅は咲いたか～、桜はまだかいな」そして

万葉集では「梅の花、咲きて散りなば、桜花、継ぎて、咲くべく、なりにてあらずや」が知られています。現在は梅

に比べて桜の方が主役のようですが、調べてみますと万葉歌人が植物とその花々を歌ったベストテンで第二位が梅

の118首で桜は第５位の42首だそうで、梅の方が３倍となっています。当時は大陸文化の影響下で梅は唐風律令国

家を象徴する花であったそうですが、古今和歌集あたりから桜が梅を抜き新古今集では桜が主流となっています。

そして現代に続く「日本人の桜花見文化」となってきているそうです。

● 今月号の巻頭言は伊吹産業㈱横幕社長からのご寄稿で新聞報道について述べられております。読者の受けを狙った

センセーショナルな報道が最近特に目に付きますが、個人の景況感が従来以上にマスコミ報道の影響を強く受けて

いるようです。日銀が全国の20歳以上の個人4,000人を対象に、３カ月ごとの世論調査（生活意識に関するアンケー

ト調査）を実施していますが、直近の昨年12月調査（有効回答2,381人）によると、１年前と比べて景気が「良くなっ

た」と感じる人から、「悪くなった」と感じる人を差し引いた、景況感DIはマイナス81.9で、前回調査（昨年９月）に

引き続き、調査開始以来最低の数字となりましたが、そうした景気判断は何を根拠にしているのかというと、その

判断材料としてこのところ増加が著しいのが「マスコミ報道」とのことでその割合が上昇しています。「マスコミ報

道」が判断材料として07年9月調査時は、19.5％すぎなかったのですが、08年12月調査には43.3％と過去最高を記録

しトップとなっています。　

● 日工会１月受注確報は総額191億円、内需92億円、外需99億円といずれも前年同月比84％前後のマイナスとなり覚

悟はしていたものの急降下が止まらず底が見えない状況です。12、１月については年末年始で営業活動がフルでは

なかったことも一因と考えたくなります。



［東部地区（36社）］

㈱ 旭 商 工 社
伊藤忠メカトロニクス㈱
今 井 機 械 工 業 ㈱
大 石 機 械 ㈱
㈱ カ ナ デ ン
㈱カネコ・コーポレーション
㈱ 兼 松 Ｋ Ｇ Ｋ
㈱ 京 　 　 二
㈱ 共 和 工 機
群 馬 工 機 ㈱
㈱ 国 　 　 興
㈱ 三 機 商 会
三 洋 マ シ ン ㈱
サ ン ワ 産 業 ㈱
シ マ モ ト 技 研 ㈱
住友商事マシネックス㈱
㈱ セ イ ロ ジ ャ パ ン
誠和エンジニアリング㈱
双 日 マ シ ナ リ ー ㈱
太 平 興 業 ㈱
㈱ 高 橋 機 械
帝通エンヂニヤリング㈱
㈱ テ 　 ヅ 　 カ
㈱ Ｔ Ｅ Ｍ Ｃ Ｏ
トッキ・インダストリーズ㈱
㈱ ト 　 ミ 　 タ
㈱ Ｎ ａ Ｉ Ｔ Ｏ
㈱ ナ チ 常 盤
日 鋼 商 事 ㈱
藤 田 総 合 機 器 ㈱
松 茂 工 販 ㈱
三井物産マシンテック㈱
三 菱 商 事 テ ク ノ ス ㈱
㈱ ヤ マ モ リ
ユ ア サ 商 事 ㈱
米 沢 工 機 ㈱

［中部地区（20社）］

石 原 商 事 ㈱
㈱ 井 　 　 高
岡 谷 機 販 ㈱
カ ト ー 機 械 ㈱
釜 　 　 屋 ㈱
岐 阜 機 械 商 事 ㈱
甲 信 商 事 ㈱
三 栄 商 事 ㈱
三 機 商 事 ㈱
サ ン コ ー 商 事 ㈱
三 立 興 産 ㈱
下 野 機 械 ㈱

㈱ 大 　 　 成
㈱ 大 　 　 誠
㈱ 東 　 　 陽
㈱ 日 本 精 機 商 会
浜 松 貿 易 ㈱
㈱ 不 　 　 二
山 下 機 械 ㈱
ワ シ ノ 商 事 ㈱

［西部地区（16社）］

赤 澤 機 械 ㈱
伊 吹 産 業 ㈱
植 田 機 械 ㈱
㈱ お 　 じ 　 ま
関 西 機 械 ㈱
京 華 産 業 ㈱
五 誠 機 械 産 業 ㈱
桜 井 機 械 ㈱
㈱ ジ ー ネ ッ ト
大 幸 産 業 ㈱
㈱ 立 花 エ レ テ ッ ク
西 川 産 業 ㈱
日 本 産 商 ㈱
マ ル カ キ カ イ ㈱
宮 脇 機 械 プ ラ ン ト ㈱
㈱ 山 　 　 善

［製造業（56社）］

㈱ ア マ ダ ワ シ ノ
㈱ エ 　 グ 　 ロ
S M C ㈱
エ ヌ テ ィ ー ツ ー ル ㈱
㈱MS Tコーポレーション
エ ン シ ュ ウ ㈱
オ ー エ ス ジ ー ㈱
オ ー ク マ ㈱
大 阪 機 工 ㈱
㈱岡本工作機械製作所
㈱神崎高級工機製作所
㈱ 北 川 鉄 工 所
キ タ ム ラ 機 械 ㈱
キ ャ ム タ ス ㈱
京 　 セ 　 ラ ㈱
㈱グラフィックプロダクツ
コ マ ツ Ｎ Ｔ Ｃ ㈱
黒 田 精 工 ㈱
㈱ ジ ェ イ テ ク ト
㈱ シ ギ ヤ 精 機 製 作 所
新 日 本 工 機 ㈱
住友電工ハードメタル㈱
㈱ ソ デ ィ ッ ク

大 昭 和 精 機 ㈱
㈱ 太 陽 工 機
高 松 機 械 工 業 ㈱
㈱ 滝 澤 鉄 工 所
㈱ ツ 　 ガ 　 ミ
津 田 駒 工 業 ㈱
㈱ 東 京 精 密
東芝機械マシナリー㈱
東 洋 精 機 工 業 ㈱
㈱ナガセインテグレックス
中 村 留 精 密 工 業 ㈱
㈱ 日 研 工 作 所
日 本 デ ィ エ ム ジ ー ㈱
㈱ パ ト ラ イ ト
浜 井 産 業 ㈱
日 立 ツ ー ル ㈱
フ ァ ナ ッ ク ㈱
富 士 機 械 製 造 ㈱
ブ ラ ザ ー 販 売 ㈱
豊 和 工 業 ㈱
牧 野 フ ラ イ ス 精 機 ㈱
㈱牧野フライス製作所
㈱ 松 浦 機 械 製 作 所
三 井 精 機 工 業 ㈱
㈱ ミ ツ ト ヨ
三 菱 重 工 業 ㈱
三 菱 電 機 ㈱
三菱マテリアルツールズ㈱
㈱ ミ 　 ヤ 　 ノ
メルダスシステムエンジニアリング㈱
㈱ 森 精 機 製 作 所
安 田 工 業 ㈱
ヤ マ ザ キ マ ザ ッ ク ㈱

［リース業（17社）］

N T T フ ァ イ ナ ン ス㈱
共 友 リ ー ス ㈱
近 畿 総 合 リ ー ス ㈱
興 銀 リ ー ス ㈱
首 都 圏 リ ー ス ㈱
昭 和 リ ー ス ㈱
GEフィナンシャルサービス㈱
Ｊ Ａ 三 井 リ ー ス ㈱
住 信 リ ー ス ㈱
東 京 リ ー ス ㈱
東 銀 リ ー ス ㈱
東 芝 フ ァ イ ナ ン ス ㈱
日本機械リース販売㈱
日 立 キ ャ ピ タ ル ㈱
三井住友ファイナンス＆リース㈱
三菱電機クレジット㈱
三 菱 U F J リ ー ス ㈱

日本工作機械販売協会　会員会社一覧　（五十音順）

平成21年3月1日現在

賛助会員（全73社）

正会員（全72社）


